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旬の食べ物を大量に手に入れても、うまく保存できなければ腐らせてしまいます。
そのため人類は食べ物を乾燥させたり、塩漬けや燻製にしたり、発酵させたり、
さまざまな保存法を生み出してきました。そこへ約200年前に登場したのが缶詰
です。食べ物本来の味を損なうことなく、旬の食材を長く保存できて、さらに食
糧の大量生産・大量輸送も可能にした缶詰は、私たちのライフスタイルを変える
画期的な発明でした。現代では冷蔵庫や冷凍庫で食材を保存できるようになり、
多様な容器も登場していますが、缶詰は食文化の一つとして世界中に息づいています。
その食文化を包み育んできたのが鉄のチカラなのです。
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